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断を受けている研究開始時 3歳 11カ月の男児（以下 A
児とする）1名であった。また 3歳 2ヶ月時に実施した
新版 K 式発達検査 2001（生澤・松下・中瀬，2002）の
結果は，姿勢・運動領域 3 : 1，認知・適応領域 1 : 7，












































個ずつ入った箱（21.5 cm×21.5 cm）を 1つずつ置く。
その後，「まずは先生からいきます」と言って指導者が








































2点 指導者がピースをはめ終わってから 5秒以内にピースを 1つはめることができる。
1点 指導者の 1回の言語指示「1つはめてください」を受けてから 2秒以内にピースをはめることができる。
または，指導者のはめたピースをはずすという誤反応に対しての言語指示によりその行動をやめて，自分の
ピースを 2秒以内に 1つはめることができる。





2点 A 児が自分の順番で 1ピースはめたあと，「次は先生の番です」という声かけによって次の順番の指導
者に 5秒以内に自発的にカゴを渡すことができる。
1点 指導者の，カゴを指さしながらの 1回の言語指示「カゴ下さい」を受けてから 2秒以内にカゴを指導者
に渡すことができる。
0点 指導者の 1回の言語指示「カゴ下さい」を受けてから 2秒以内にカゴを渡すことができない場合に，プ



























Figure 1に A 児が自分の番を「待つ」場面および A
児が「ピースをはめる」場面，A 児が指導者に「カゴ





1回目の BL 期の平均正反応率は 26.67％，1回目介入






ている。平均値差に基づく効果量（Busk & Serlin, 1992）
については，1.58以上が効果の大きさ「小」，2.38以上
が「中」，2.71以上が「大」という判断基準とされてい










1回目の BL 期の平均正反応率は 60.00％，1回目の介
入期の平均は 95.56％，2回目の BL 期の平均は 86.67
％，2回目の介入期の平均は 100％であった。
そこで 1回目の BL 期と 1回目の介入期の間で効果量
を調べたところ，SMD＝3.85となり，効果「大」が認
められた。次に 1回目の介入期と 2回目の BL 期におい
て効果量を調べたところ，SMD＝1.17となり，効果は




























































































































































American Psychiatric Association（2013）. Diagnostic and
Statistical Manual of Mental Disorders Fifth Edition.
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